








神奈川トヨタ自動車株式会社
K-bizアクティブチャレンジは、実践的な経営感覚を養うことを目標とした学年を問わず

参加ができるコンペティションです。学生が個人あるいはチームで参加して企画提案を

まとめ、その優劣を競い合います。課題は、サポーター企業からその企業の現状(経営に

関わる状況や抱える課題)に絡めた実践的なテーマで設定されます。最終報告会では、学生

自らが出題をした企業の前でプレゼンをし、企画・提案に直接コメントやアドバイスを頂く

機会があります。そうした経験を通じて、現場の視点に立って発想することを学びます。

テーマによっては、他学部の学生も参加をすることができるため、別の専門的な学びを

経て、提案されるプランから新たな学びを得る機会にもなります。

24年度は神奈川トヨタ自動車株式会社から課された「「歩く」をアシストする次世代

モビリティであるC+walk Tの普及」に取り組みました。学生は体験試乗会に参加し、

実際の使用感を理解し、多角的な視点で企画提案をしました。
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高校で学んだマーケティングをもっと深く学びたいと思い、

経営学部を選びました。神奈川トヨタ自動車株式会社の

企画では、チームで協力しながらアイデアを練り、限られた

時間でプレゼンテーションをまとめる難しさを実感しま

した。その甲斐もあり、企業の方に自分たちの企画が届いた

時は大きな達成感を味わいました。国際マーケティングや

消費者行動など幅広く学べたことで視野が広がり、将来は

誰かの心に届くような、人の気持ちを動かすアイデアを

生み出せる人になりたいと考えています。
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